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組立要領①

１

外形図

天幕

水上材

水下材

パイプ用ローソク ロックメタル

横地取付け用クランプ

丸環

単クランプ付き巻上機

水上材

鋼管

六角ボルト

１３００程度

２７００程度

横地単管パイプ：φ４８．６×４ｍ

少し隙間を開ける

左側のクランプ　接するぐら
い寄せて

※以下の要領で組み立てていけば、
クールシャドーは、クランプの内々に
きっちり納まります。

伸縮式方杖を水下材の鋼管の右側に差し
込みます。
※伸縮式方杖に左右の別はありません。

横地単管にクランプを仮止めします。
伸縮式方杖を伸縮させて長さを調整し、

項」をご覧ください。
※伸縮方法は、P. ２の「取扱い時注意事

水上材に天幕と水下材を巻き付けてあり
ますので、紐を解いて天幕と水下材を下
に垂らします。

水上材の鋼管にパイプ用ローソクを差し
込んで、ロックメタルを横地単管に仮止
めします。

ロックメタルと鋼管が擦らないように、
少し隙間を開けて単クランプを本締めし
ます。この際にロックメタルの単クラン
プを溶接しているプレートが垂直になる
ようにしてください。

※クランクハンドルを引っ掛けるための
丸環を真下を向けてください。

に向かって　　　　　　　に
　　　　取り付けます。

単クランプ付き巻上機を、上部横地単管

※単クランプ付き巻上機は水上材、天幕
水下材の一体物に取付けてあります。

まず横地単管パイプ：φ４８．６×４ｍ
を２本ご用意頂き、足場の建地等にクラ
ンプで固定してください。

遮熱オーニング

取扱説明書

P.1

天幕間口:3,
375

横
地
単
管
間
隔
:1,300程

度

クランクハンドル

単クランプ付き伸縮式方杖

水下材:塩ビテント生地+鋼管:φ38.1

天幕:アルミコーティング・メッシュ

単クランプ付きロックメタル

水上材:塩ビテント生地+鋼管:φ38.1

単クランプ付き巻上機

W=3,550
(製品寸法) D=2,070(製品寸法)

面テープ接合

面テープ接合
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組立要領②

取扱い時注意事項天幕巻出し・巻取り方法

クランクハンドル

側
１個分程度内

クランプ１個分程度内側

１個分
程度外側

クランプ１個分程度外側

さい。

巻出し 巻取り

※巻出し方向に回し過ぎると、正規の方
向とは逆方向に巻取ってしまいますの
で、巻出し過ぎないようにご注意くだ

後はクランクハンドルを巻上機の丸環に
引っ掛ければ完成です。

左側の伸縮式方杖のクランプは、巻上機

　に取り付けてください。
のクランプよりもクランプさい。

左側も同様に伸縮式方杖を取付けてくだ伸縮式方杖のクランプの位置は、ロック
メタルのクランプよりもクランプ
　　　　に取付けてください。

P.2

向は上図の通りです。

内管

外管

蝶ボルト

丸環

伸縮式方杖の伸縮部は、蝶ボルトと丸環の噛み込みで
固定しています。伸縮させる時は、蝶ボルトを緩めて
噛み込んだ丸環をフリーにしてから伸縮させますが、

蝶ボルトを緩め、内管を保持して外管を少し引き出せ

で保持しておけば、簡単に伸縮できます。

巻上機による天幕の巻出し・巻取りの方

伸縮調整完了後に丸環を外管側に押し込めば、丸環が
内管に噛んで外管の動きが止まりますので、蝶ボルト
を締め込んで固定してください。

指づめ防止のため必ず外管をしっかり持って伸縮させ
てください。

ば丸環がフリーになります。フリーの状態で丸環を指

ご使用時には、天幕の巻出し・巻取り、
及び方杖の長さ調整を行うことによって
天幕の角度を調整して下さい。

暴風雨時や通行の邪魔になるときなどは
方杖の長さを最小にしてから天幕を巻き
取れば、上図のように受圧面積を最小限
でき、車両の通行にも支障がでません。

未来をみつめ、　　 環境にやさしく
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